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3.1.2 マイクロメディアサービス開発 

3.1.2.1 マイクロメディアサービス開発のためのアプリケーション環境の提案・整備 

 

(1) 業務の内容 

(a) 業務の目的 

現在のマスコミやパソコンを主体とする情報伝達メディアでは、徒歩や公共交通機関

および自動車等で移動する人々に対して、周辺の状況に関するリアルタイムで細やかな

情報を的確に提供することが困難である。そこで注目されるのはスマートフォン・カー

ナビなどの GPS 付携帯端末である。これを新しい情報伝達媒体として「マイクロメディ

ア」と位置付け、的確な災害対応を行うために必要となる災害情報を必要とされるとき

に必要とする人に届けるサービスのしくみを開発する。具体的には、被災者が求める様々

な情報を一元的に管理するためのマッシュアップ技術の開発、情報共有アプリケーショ

ン開発および、プロトタイプを用いた実証実験を通して、首都圏・中京圏・関西圏等に

おける社会実装を目指しマイクロメディアサービスの標準仕様を提案する。なおアプリ

ケーション開発においては、地震ハザードに関してはサブプロ①と連携するとともに、

GPS 付移動体端末に関する情報サービスの社会実装に向けて、関連企業の集まりである

「狭域防災情報サービス協議会」、ITS（Intelligent Transport Systems：高度道路交通

システム）関連の自動車・カーナビをはじめとする政官産学で構成される「ITS JAPAN」

との連携を図る。 

 

(b) 平成２５年度業務目的 

1) マイクロメデイア情報配信サービスのプロトタイプの設計・開発および検証 

東日本大震災に関わる位置情報を有するビッグデータを対象として、その情報からの知

見抽出をおこなうとともに、災害時に発信すべき情報の体系化を実施する。それらを基に、

マイクロメデイアサービスを構成する情報配信に関わるサービス機能のプロトタイプを設

計・開発する。プロトタイプの設計・開発にあたっては、産官学の連携によるマイクロメ

ディアサービス研究会を通して実施する。プロトタイプの開発後は、対象者を限定した実

証実験を実施し、サービスに必要な基礎要件の定義・見直しを行う。 

 

2) 情報源からの配信サービスとのシームレスな連携インタフェース設計・開発 

サブプロ①が収集する MeSO-net 情報、気象情報を配信する気象庁、およびシミュレー

ション結果を配信・共有するジオポータルに対し、マイクロメディアサービスとして情報

抽出する際に必要となるサービス間連携上のインタフェースを設計し、プロトタイプ版の

開発を行うことで、各研究者からの研究成果をマイクロメディアサービスによって配信可

能とするための仕掛けを構築する。プロトタイプの開発後は、対象者を限定した実証実験

を実施し、インタフェースの基礎要件の定義・見直しを行う。 
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(c) 担当者 

所属機関 役職 氏名 メールアドレス 

新潟大学 災害・復興科学研究所 助教 井ノ口宗成  

 

(2) 平成２５年度の成果 

(a) 業務の要約 

1) マイクロメディアサービスの情報配信に係るプロトタイプ設計・開発・検証 

・マイクロメデイアサービスを構成する情報配信に関わるサービス機能のプロトタイプ

を設計・開発した。 

・産官学の連携によるマイクロメディアサービス研究会を通してマイクロメディアサー

ビスで配信可能なコンテンツならびに配信方法に係る技術などについて共有し、マイ

クロメディアサービスの基礎要件とした。 

・マイクロメディアサービスの情報配信機能のプロトタイプを開発した後、対象者を限

定した実証実験を実施し、利用者からの評価を受けて、サービスに必要な基礎要件の

定義・見直しを行った。 

2) マイクロメディアサービスのジオポータルとの連携機能の設計・開発 

・ジオポータルに対し、マイクロメディアサービスとして情報抽出する際に必要となる

サービス間連携上のインタフェースを設計し、有用性を検証した。 

・ジオポータルと連携し、ジオポータルにて管理される主題図をマイクロメディアサー

ビスで配信するための、プロトタイプ版の開発を通して、各研究者からの研究成果を

マイクロメディアサービスによって配信可能とするための仕掛けを構築した。 

 

(b) 業務の成果 

1) マイクロメディアサービスの情報配信に係るプロトタイプ設計・開発・検証 

a) マイクロメデイアサービスの情報配信プロトタイプの設計・開発 

i) マイクロメディアサービスの設計 

本事業では、マイクロメディアサービスは、利用者の位置情報に基づいて様々な空間

情報から情報を抽出し、スマートホンに代表されるような携帯端末に情報を配信するサ

ービスとして位置づけている。H25 年度ではスマートホン上で稼働するモバイルアプリ

ケーションの具体的な機能開発を行なうために、システム全体をサーバーとクライアン

ト（携帯端末：スマートホン）の２つの連携により構成した。サーバーとクライアント

におけるそれぞれの具体的な役割を図 1 に示すように定義した。 
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図 1 サーバーとクライアントにおける役割の明確化 

 

本研究の前提条件を踏まえ、サーバーとクライアントにおける基本的な整備要件を以

下のように定義した。S1～S5 はサーバー、C1～C4 はクライアントの整備要件を表す。 

S1：GIS サーバーの機能を基礎とする 

マイクロメディアサービスは，利用者の位置に基づいて情報を提供することが必須要

件であり、空間情報をレイヤーとして扱うため、GIS 機能を有した基盤は欠かせない。 

S2：誰もが自由に提供を受ける情報を変更できる 

固定化された空間情報からの限定的な情報抽出だけでは、利用者の幅広なニーズに応

えられない。利用者自身が自由に「知りたい情報」を選定できる仕組みが必要である。 

S3：空間情報レイヤーのカタロギングの役割を果たす 

空間情報がサービスとして配信される場合、それらをマイクロメディアサービスの 1

レイヤーとして配信することを考える。この際，本研究で立ち上げるサーバーが有する

役割は、どのようなサービスが、どこで配信されているかを示し、スマホ側のアプリへ

とつなげる「カタロギングの役割」が必要である。 

S4：利用者ごとの設定や各種情報を適切に管理できる 

 各人がニーズに応じて自由にレイヤー設定をおこなう状況を一元的に管理するた

めにはデータベース機能が欠かせない。空間情報以外の利用者に関わる各種情報をリレ

ーショナルデータベースの形で設計し、データ管理する必要がある。 

S5：必要に応じて機能を柔軟に拡充できる 

本研究で開発する仕組みの継続的な利活用および発展を想定すると、プロトタイプ版

の機能を拡充する必要がある。サーバー側で開発できる機能は柔軟性が高いことからも、

今後の機能拡充に備え、機能を柔軟に拡充できるよう整備する。 

C1：位置情報を取得するための GPS 機能を有する 

マイクロメディアサービスを実現するためには、利用者の位置を把握する必要がある。

近年では、GPS のみならず 3G/LTE 通信電波の強度による位置情報推定も実施されて

いる。GPS もしくは 3G/LTE 通信電波等を活用し、位置を特定する機能が必要である。 

C2：画面の解像度は地図表示に影響する 

マイクロメディアサービスでは、文字情報のみならず地図を活用した情報の可視化も
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実現する。そのため、出来る限り解像度が高いことが望まれる。 

C3：インターネットを活用したウェブとの高い親和性 

スマートホンの多くは、PC と同様にウェブ閲覧が可能であり、機能制限も最小限で

ある。本研究で実装するマイクロメディアサービスは、サーバー側のウェブアプリとの

連携が欠かせず、ウェブとの高い親和性が求められる。 

C4：機能の拡張可能性が高い 

本研究ではプロトタイプ版を開発・実装する。実装の後の検証を通して得られた課題

について、解決策を検討する必要があると考えるが、実装前からユーザビリティに係る

課題を同定できないことを考慮し、今後の機能拡充における拡張可能性を高くする。 

 

ii) マイクロメディアサービスのアプリケーション開発 

i)で記した要件に基づいてアプリケーションの開発を実施した。まず、サーバー側に

搭載するウェブアプリとしては、利用するユーザーを同定するための「ユーザー登録」

「ユーザーログイン／ログアウト」の機能、利用者自身がスマートホンに配信を希望す

る情報が含まれる空間情報レイヤーを登録するための「レイヤー登録」機能、さらには、

マップとして重ね合わせるレイヤーの種類や順序を設定する「レイヤー選択」機能を開

発した。「レイヤー登録」機能については、ウェブ上に公開される様々なマップサービ

ス（空間情報レイヤーを外部からアクセス可能とした情報配信サービス）の URL を入

力することでマイクロメディアサービスとの連携を可能とした。これはマップサービス

の URL が分かれば連携できる仕掛けとなっているため、ジオポータルで管理される各

種のレイヤーに対しても URL 情報の取得と登録により、マイクロメディアサービスと

連携できる。これらを開発後、実際の公開可能なサーバーにおいて実装し、ウェブアプ

リケーションとしての稼働ならびにアクセス可能性を確認・検証した。 

つぎに、クライアント側のスマートホンアプリケーションの機能を開発した。具体的

には、サーバー側のアプリケーションと同様に、利用するユーザーを同定するための「ユ

ーザーログイン」の機能、地理空間レイヤーから利用者の位置情報に基づいて情報抽出

する「マップ情報抽出」機能、さらには利用者の移動を一定間隔で記録する「移動記録」

機能を実装した。また、利用の利便性を高めるために、地図の透過率の変更、地理空間

レイヤーからの情報抽出の時間間隔、文字情報の表示などを変更する「設定」機能を実

装した。 

ここでマイクロメディアサービスの肝となる「マップ情報抽出」機能について説明す

る。図 2（下段中央）に示すように、利用者の携帯端末が移動し位置情報を取得するご

とに地図の中心が移動し、利用者が事前に設定した空間情報レイヤーを地図上でマッシ

ュアップし可視的に表示するとともに、空間情報レイヤーから利用者の位置ポイントが

含まれる属性値を抽出し、文字情報として画面上部に表示する。図 2（下段中央）では，

「津波の浸水想定レイヤー」と「最寄り避難所」を空間情報レイヤーとして登録・選択

した例である。津波を引き起こす可能性のある地震の発生を想定した場合、利用者がそ

の時点で位置する場所に対する津波の想定浸水深を踏まえ、その場所から最寄りの避難

所を文字として、画面上部に表示され、認識することができる。これらの情報は利用者

の移動に伴って画面上で変化する。 
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図 2 MMS アプリの機能と画面の遷移全体像 

 

iii) マイクロメディアサービスのアプリケーションの検証 

ii)で開発した仕組みをサーバー・クライアントの両方を実環境において実装し、運用

を開始した。その後、対象者を限定し実際の利用を通したマイクロメディアサービスの

評価をおこなった。対象者は、市役所職員 55 名（20 代後半～50 代前半）、情報工学の

学生 6 名（20 代前半）、主婦 3 名（40 代後半～50 代前半）である。対象者はウェブア

プリにより利用者登録をおこない、各自でレイヤー登録・選択し、スマホ端末を用いて

移動に基づく情報抽出・可視化を体験することで、マイクロメディアサービスを評価（自

由回答，複数意見可）した。その結果は表 1 に示す通りである。 

 

表 1 MMS アプリの評価内容のとりまとめ 

 

 

表 1 の中には肯定的な評価と否定的な評価がある。否定的な評価は、本研究で開発し

基本コンセプトへの合意

ａ） 位置を活用した情報配信は効果的である 33

ユーザビリティの向上

ｂ） レイヤーやアプリの設定が面倒である 4

ｃ） 高齢者が利用するには敷居が高い 8

ｄ） 文字による情報提供方法だけでは十分でない 10

コンテンツの充実

ｅ） 背景の基図を充実すべきである 5

ｆ） 空間情報レイヤーをどう充実させるかが課題である 15

運用の可能性

ｇ） プライバシー／セキュリティの確保が不安である 8

ｈ） 他者の利用状況は防災啓発に効果的である 4

機材の特徴に応じたサービスの展開

ｉ） 継続利用によるバッテリー消費が課題である 10

ｊ） 通信回線の利用可否やトラフィック量が懸念される 5

その他

ｋ） その他 9

評価内容 実意見数
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たプロトタイプ版が改善すべき点であると捉える。具体的には、「ｂ）レイヤーやアプ

リの設定が面倒である」「ｆ）空間情報レイヤーをどう充実させるかが課題である」「ｈ）

文字による情報提供方法だけでは不十分である」「ｃ）高齢者が利用するには敷居が高

い」といった意見に対しては、アプリケーションの機能面の改善がもとめられ、機能の

設計と開発が必要である。とくに「ｈ）文字による情報提供方法だけでは不十分である」

には、音声ガイドや図化した際の凡例の意味を具体的に示すなどの方法を検討すべきで

あると考える。また、「ｃ）高齢者が利用するには敷居が高い」に対しては、災害時要

援護者まで視野を広げ、専門家を交えたユーザーインタラクションならびにユーザーイ

ンタフェースの見直しが必要と考える。 

また、「ｇ）プライバシー／セキュリティの確保が不安である」「ｉ）継続利用による

バッテリー消費が課題である」「ｊ）通信回線の利用可否やトラフィック量が懸念され

る」に対しては、アプリケーションならびに通信インフラ、ハードウェアとの兼ね合い

の中で解決すべき指摘事項である。「ｇ）プライバシー／セキュリティの確保が不安で

ある」はアプリケーション内でのデータ管理におけるセキュリティ強化だけでなく、通

信プロトコル等のセキュリティレベルを高める必要がある。「ｉ）継続利用によるバッ

テリー消費が課題である」「ｊ）通信回線の利用可否やトラフィック量が懸念される」

については、アプリケーション上での消費量の削減を検討する必要はあるものの、近年

の ICT 技術進展の速度を鑑みれば、早々にハードウェア・インフラレベルで解決され

ていくことが想定されるため、優先度を下げて良いと考える。 

 

iv) マイクロメディアサービスの充実化に向けた研究会実施 

マイクロメディアサービスのプロトタイプ版を開発・検証したものの、評価を通して

解決すべき課題が表出化した。ii)で述べたように、アプリケーションとして解決できる

課題もあれば、ハードウェアやインフラの整備状況を見据えながら解決策を講じるべき

課題もあった。マイクロメディアサービスの充実化に向け、産官学の各主体から構成さ

れる「マイクロメディアサービス研究会（MMS 研究会）」を発足した。 

MMS 研究会は、2 ヶ月に 1 度の頻度で開催し、2 名の講師を迎えて、最新の研究成

果や社会実装成果などについて、産官学のそれぞれの立場から発表してもらい、MMS

研究会メンバー全体で知見を共有し、次の段階にどう進むべきか等の議論を重ねた。概

要は表 2 のとおりである。MMS 研究会が終わるごとに、ホームページ 1)にて概要を公

開するとともに、メンバー限定で発表資料・発表内容のテープ起こしを共有している。

資料をメンバー限定共有とすることで、発表内容の機密性が担保され、講師から最新の

知見を入手でき、また討議においても忌憚ない意見が出され、議論が活発化した。 
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表 2 マイクロメディアサービス研究会の概要 

 

 

b）情報源からの配信サービスとのシームレスな連携インタフェース設計・開発 

a)で記したように、マイクロメディアサービスのアプリケーション（プロトタイプ版）

では、マップサービスという空間情報レイヤーを配信する URL を用いることで、様々

な空間情報レイヤーを携帯端末上でマッシュアップする仕組みとした。これによりジオ

ポータル内で管理される空間情報レイヤーに対しても携帯端末上で扱うことが可能と

なった。しかしながら、被験者からの評価時の指摘にあったように、レイヤーの登録・

設定が困難である。これは GIS でありながら、URL でレイヤーを指定し、それを並べ

るという方法で空間上でのマッシュアップを導いたことが混乱を招いたと考えた。 

ジオポータルでは、ユーザフレンドリーなウェブ画面上で容易に様々な空間情報レイ

ヤーを重ね合わせ、利用者が独自に主題図を作成できることに着目した。すなわち、利

用者はジオポータルで主題図を作成し、その主題図をマイクロメディアサービスとして

携帯端末に配信するほうが、利用者にとっても使いやすく、マイクロメディアサービス

の利用可能性を格段に高めると考えた。 

そこで、ジオポータルとの連携を強化するため、マイクロメディアサービスのアプリ

ケーションの再開発を進めた。本研究で開発しているアプリケーションは、ArcGIS を

基盤としており、その実行プログラムである ArcGIS Runtime を活用し、ジオポータル

へ接続し、各々の利用者が登録している主題図を携帯端末に配信する機能の設計・開発

を実施した。図 3 にその一例を記す。ここでは、まずは機能の実現性の検証を目的とし

ており、ａ）で記したアプリケーションへ実装する１機能として整備した。図 3 に示し

たように、ArcGIS Online という仕組みのもとで稼働するジオポータルと連携できるこ

とが確認され、ジオポータルで管理される主題図が表示され、その中で利用者が携帯端

末上で選択することで、その主題図がそのままの形で携帯端末に配信される。この機能

についての開発を実施し、稼働が確認できた。 

 

回 開催日時 会場 テーマ 講演者 題目 出席者数

本田技研工業（株）
　　今井 武

「ホンダが目指す防災情報サービス」

狭域情報サービス協議会
　　須藤 三十三

「狭域情報サービス協議会のビジョン」

（株）ＮＴＴドコモ
　　佐々木 篤志

「緊急速報メールの仕組みと今後の展開」

気象庁
　　山本 太基

「防災情報の提供に係る気象庁の取り組み
 　　　　〜きめ細かな情報提供を目指して〜」

岐阜大学
　　能島 暢呂

「ライフラインの機能的被害と
　　　　　　　　　　　　　　復旧プロセスの概要」

鹿島建設（株）　技術研究所
　　永田 茂

「MMS向けライフライン情報提供の
　　　　　　　　　　　　課題と現状技術の概要」

（株）Agoop
　　柴山 和久

「Agoopが取り組む位置情報サービスと
　　　　　　　　　　　　　　　　ビックデータ解析」

ヤフージャパン（株）
　　佐竹 正範

「防災に向けたヤフーの取り組み」

西日本電信電話（株）
　　山根 浩顕

「テレビ端末を活用した『街づくり』の展開」

産業技術総合研究所
　　山下 倫央

「避難計画の立案支援に向けた
　　　　　　　　　　　　　網羅的分析の提案」

25

（敬称略）

13

18

28

15

23

新潟大学
　　田村 圭子・井ノ口 宗成

「水災に対応した生活再建支援システムに
　　　　　　　おけるマイクロメディアの可能性」

3
2013年8月19日
13:30〜17:00

京都大学
東京オフィス

会議室

ジオポータルにも実装が進む「ライフ
ラインの被害および復旧予測手法」
について手法とコンテンツをまなぶ

MMSの基本概念にかかる認識をメン
バー全体で共有し、MMSの向かうべ

き方向性の基礎を考える

産官の立場から推し進める、災害発
生直後の情報配信サービスの技術と

コンテンツをまなぶ

平成25年の水害を振り返り、行政と
被災者をつなぐ「生活再建支援シス
テム」のMMS活用の可能性をさぐる

MMS配信をささえる民間による通信
インフラの整備とスマホを活用した情

報収集・配信のトレンドを知る

きめ細やかに情報伝達する媒体の
機能や受信側となる被災者の災害

時の状況を網羅的にまなぶ

京都大学
東京オフィス

会議室

品川インターシティ
ホール棟
会議室

京都大学
東京オフィス

会議室

京都大学
東京オフィス

会議室

京都大学
東京オフィス

会議室

2013年3月11日
14:00〜17:00

2013年6月6日
13:30〜17:00

2013年10月10日
13:30〜15:00

2013年12月12日
13:30〜17:00

2013年2月21日
13:30〜17:00

1

2

4

5

6
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図 3 ジオポータルと連携した機能の設計・画面遷移 

 

次に、各種の情報源からの情報を空間情報レイヤーとのインタフェース設計について

研究を進めた。平成 25 年度は、マイクロメディアと連携するために、気象情報取得・

配信のインタフェース設計と開発を実施した。気象情報は、気象庁が独自にサーバーを

設置することで配信・取得を可能としているが、平成 25 年度では HALEX が提供する

サービスをもとに情報取得・配信することとした。しかし、HALEX では、システムか

らポイントの位置座標をキーとして、降水量や降水予測を返答する仕組みだけにとどま

っている。これは API（Application Protocol Interface）として提供されているが、図

4（左）に示すように、開発するアプリケーションごとに API 接続・解読の機能を実装

する必要がある。マイクロメディアでは、様々なアプリケーションへの展開を見据えて

いるため、API の利用だけでは不十分である。 

そこで、HALEX の API から、空間情報レイヤーとして配信するための仕組みを設計・

開発した（図 4 右）。これは、WMS（Web Map Service）として情報配信する。WMS

は、「インターネット/イントラネットを利用し、地図画像を受配信するサービス 2)」で

あり、OGC が策定後 3)、ISO19128 として制定されている 4)。すなわち、標準化された

サービス形式であり、様々なアプリケーションから共通して利活用が可能となる。本研

究で開発した機能を用いることで、HALEX と連携し、アプリケーションからの問い合

わせに対して、「降水量画像の配信」「任意地点での雨量、風向風速、湿度」等を返答す

る。図 5 に返答の一例を記す。情報は全国レベルで取得が可能となっており、GIS を利

用しているため、任意の地点を拡大し確認することも可能である。WMS 形式を利用し

ているため、ジオポータルとの連携も可能となり、結果としてマイクロメディアでの情

報配信も可能となった。 
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図 4 HALEX の API を集約した MMS 配信用 WMS 

 

   

図 5 本研究で開発した機能により取得した予測降水量の例（左：全国，右：新潟） 

 

(c) 結論ならびに今後の課題 

平成 25 年度では、マイクロメディアサービスの情報配信に関して、マイクロメディ

アサービス研究会を通して技術・機能・コンテンツを討議し、サービス機能の設計を進

め、開発を実施し、実装と有用性の評価を実施した。サービス機能の円滑な稼働は確認

されたものの、被験者からの利用を通して課題が表出化した。アプリケーション面で解

決すべき課題とハードウェア・インフラと連携し解決すべき課題に大別でき、アプリケ

ーションで解決すべき課題については、次年度以降に順次、解決し、設計・開発に反映

させる。 

とくに、評価の際の指摘事項として、配信すべきマップ（レイヤー）の設定に係る操

作性があげられた。これを受け、ジオポータルとの連携として「主題図」単位でサービ

ス連携できるよう、マイクロメディアサービス側の機能拡充を進めた。最終的に、機能

開発ならびに稼働検証を実施した。また、空間情報レイヤーの充実化を図るために、気

象情報を取得・配信することを目指し、地理空間情報の取り扱いに係る世界標準形式で

ある WMS 形式での情報配信機能を実装し、全体の連携を実現した。 

本年度での検証を通して得られた課題について、次年度以降においてプロトタイプ版

の設計・開発を見直し、機能拡充を進める。また、マイクロメディアサービスのアプリ

ケーションでは、利用者の位置情報を継続的に記録しており、そのデータを用いた利用
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者の属性に係る分析へと研究を展開する。利用者の位置情報に基づく属性分析の結果は、

配信すべき情報のコンテンツ、質、粒度を決定するための条件となる。次年度には、マ

イクロメディアサービスの機能拡充に加えて、利用者の属性分析を実施し、マイクロメ

ディアサービスを効果的に運用するための全体的な仕組みの構築を推進する。 

 

(d) 引用文献 

1) MMS 研究会：MMS ホームページ, http://mms.gs.niigata-u.ac.jp/mms/, 2013.2. 

2) 国土交通省国土計画局総務課国土情報整備室：地理情報共用 Web システム 標準イ

ンタフェースガイドライン , http://mapgateway.gis.go.jp/WMSGateway/help/ 

guideline/kyouyouWEB.html. 

3) Open Geospatial Consortium ： Web Map Service,  http://www.opengeospati 

al.org/standards/wms/. 

4)国際標準化機構：ISO19123:2005, http://www.iso.org/iso/iso_catalogue/catalogue_tc 

/catalogue_detail.htm?csnumber=40121. 

 

(e) 学会等発表実績 

学会等における口頭・ポスター発表 

発表成果（発表題目、口

頭・ポスター発表の別） 

発表者氏名 発表場所 

（学会等名） 

発表時期 国際・国

内の別

Development of Prototype 

Mobile Application for 

Micro-media Service - A 

Case Study of Estimated 

Tsunami Disaster in 

Niigata, Japan -（口頭）  

Munenari 

Inoguchi, Keiko 

Tamura, 

Satomi Sudo, 

Haruo Hayashi

The Ocean Resort, 

Yeosu, Korea（The 

28th International 

Technical Conference 

on Circuits/Systems, 

Computers and 

Communications） 

2013.7.1 国際 

 

学会誌・雑誌等における論文掲載 

掲載論文（論文題目） 発表者氏名 発表場所 

（雑誌等名） 

発表時期 国際・国

内の別

Implementation of Prototype 

Mobile Application Operated 

on Smartphones for 

Micromedia Service 

Munenari 

Inoguchi, Keiko 

Tamura, 

Satomi Sudo, 

Haruo Hayashi

Journal of 

Disaster Research, 

Vol.9, No.2 

2014.3 国際 

 

(f) 特許出願，ソフトウエア開発，仕様・標準等の策定 

1)特許出願 

なし 
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2)ソフトウエア開発 

   なし 

 

3) 仕様・標準等の策定 

 なし 

 

(3) 平成２６年度業務計画案 

(a) 各クラウドサービスと連携した空間情報マッシュアップ機能の実装 

平成 25 年度までの成果として、マイクロメディアサービスを配信するための仕掛けの

プロトタイプ版を開発した。被験者からのプロトタイプ版に対する評価を通して、「文字と

地図のみの表示方法」「配信すべき空間情報を充実化する方法」について、さらに改善が必

要であるとの指摘を受けた。この指摘事項を解決するために、H26 年度では、表示方法の

見直しを行なうとともに、さらに仕組みの汎用性を高め、様々なサービスと連携するため

の基盤レベルでの連携の実現性を追究する。産官学のそれぞれにおいて、発災前において

は既存の仕組みと連携し、発災後では立ち上がるであろうサービスに対して、効率的・効

果的に連携するための要件を確定し、機能として実装し、実装テストを推進する。また、

社会実装性を高めるためにも、産官学によるマイクロメディアサービス研究会を平成 26

年度も継続して実施する。 

(b) 住民の行動履歴に基づくパターン同定とプロファイリング研究 

平成 25 年度までの成果により、移動端末を用いて移動履歴を取得する技術は実現され

ている。さらに一部の対象者より移動履歴を入手し、蓄積している。現時点では位置情報

の羅列に過ぎない。位置情報の分析は、２点間の距離と時間差から移動速度を算出し、移

動手段を同定する方法が一般的である。しかし、移動速度は人それぞれに固有であり、一

意な指標で評価することは、現実を反映しているとはいえない。そこで平成 26 年度では、

継続して位置情報を記録するとともに、蓄積された移動履歴データに基づき、個人の平時

からの行動パターンを分析する。この成果を活用し、個人のプロファイリングを行なうと

ともに、発災後において情報配信すべきタイミング・コンテンツの同定へ展開する。これ

らの流れを自動化し、新たなマイクロメディアサービス利用者であっても、パターンを同

定するための仕組みについての基礎研究も進める。 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


